
1

皆さん、こんばんは。

本日は、師走も間近に迫り大変ご多用の中、寒い中、また、仕事を終えられ、大

変お疲れのところ、タウンミーティングにご参加いただき、心から感謝を申し上げま

す。

さて、本市は合併後、新しい「黒部市」としてスタートし、８年目を迎えております。

まちづくりの方向性を示す第１次総合振興計画は、本年度から後期５カ年の基本

計画がスタートしております。前期５カ年における事業については、政権交代や東

日本大震災の発生など、大きな変化がありましたが、一部事業の見直しや再構築

を行うなど柔軟に対応し、皆様がたのご支援のお蔭をもちまして、おおむね順調に

推移することができたものと思っております。

現在は、後期計画に基づき各種施策の推進に鋭意取り組んでいるところであり、

大きなところでは、新市庁舎が先月いよいよ着工となり、市民病院の改築も進むな

ど、本市の顔となる施設の整備が着々と進んでおります。

また、平成26年度末に開業を迎える北陸新幹線の駅周辺整備事業もその姿が

みえてまいりました。来月2日には、黒部宇奈月温泉駅まで県内初となる新幹線の

試験車両がやってきます。皆様がたも、その姿をご覧になりますと、開業が間近に

迫っていることを実感されるものと思います。

この新幹線開業という大きなチャンスを活かし、黒部を訪れる方々に「また訪れ

たい」と思っていただけるよう、黒部の魅力をさらに高めていかなれければなりま

せん。★



そこで、本日は黒部の魅力をさらに高めるために、是非とも実現させ

たいと考えている３つのテーマについて提案させていただきます。

皆様がたにも一緒に考えていただき、さらに良いものにしていきたい

と思いますので、よろしくお願い申し上げます。

それでは、説明に入らせていただきます。★
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まず、１つ目は、「黒部名水ロードレースのフルマラソン化」についてで

あります。

来年の平成26年５月25日に開催いたします「第３１回カーター記念黒

部名水マラソン」は、富山県内初の公認フルマラソンレースとしての大

会を目指しており、地域の皆さんと共に市一丸となって実施してまいり

たいと考えております。★

3



黒部名水ロードレースの歴史を振り返りますと、昭和59年にアメリカ

合衆国の大統領ジミーカーター閣下が来市されたことを記念して、宮野

運動公園周辺においてジョギング大会として第１回大会が開催された

のが始まりであります。★

以来、今年で30回を重ね、今では6,800人ものランナーが集う北陸有

数の大会に成長してまいりました。

また、全国ランニング大会100選という企画がありますが、黒部名水

ロードレースも常にランクインするなど、全国的に高い評価をいただい

ております。★
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この大会は、たくさんのボランティアによって、支えられていることも大

きな特長であり、地域の皆様のご理解とご協力があってこそ、継続・発

展してきたものと確信しております。

今年の第30回大会のボランティアを含むスタッフ総数は９７０人で、地

域の皆さま方をはじめ、企業や団体など、たくさんの方にご協力をいた

だいていることに心から感謝を申し上げます。★
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そのような中で、平成27年３月の北陸新幹線開業を契機にフルマラソ

ン大会を開催することで、更なる「活力」あるまちづくりを進めたいと考

えており、目指すところでは①黒部市の全国へのＰＲ、②交流人口の増

加、③市民総参画を目指すものであります。

市民の皆さんすべてがスポーツに関わり、健康で充実した生活を送

れるよう、今、改めて「市民ひとり１スポーツ」を合言葉に、スポーツ振

興を推し進めたいと考えております。★
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来年の３１回大会は、新幹線開業記念プレ大会として８千人、再来年

の３２回大会は、新幹線開業記念大会として１万人の参加を目指して

おります。

そして、全国に黒部の名をとどろかせるような人気マラソン大会への

成長を期待するものであります。★
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それでは、来年の大会について具体的に説明いたします。

開催日は、平成26年5月25日、5月の第4日曜日であります。

種目は、フルマラソン、10キロ、５キロ、３キロ、ジョギングで、これまで

のハーフマラソンに代えて、フルマラソンへ変更いたします。

競技時間は、フルマラソンの制限時間を６時間と設定し、午前９時～

午後３時までといたします。

ゲストには、シドニーオリンピック女子マラソン金メダリストの高橋尚子

さんをお招きいたします。★
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フルマラソンのコースについて簡単にご紹介します。★

会場の黒部市総合公園をスタートとし、生地の湧水群、黒部川、緑の

田園地帯、宇奈月の水辺公園など、黒部川扇状地の自然豊かな見所

を走り、総合公園へ戻ってくる全長４２．１９５キロのコースとしておりま

す。★
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１０キロは生地から石田地区を周回するコースとし、５キロは石田

フィッシャリーナを往復するコースで、３キロとジョギングは会場周辺を

回るコースとしております。★
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この大会を開催するにあたりましては、通行止めなどの交通規制が

必要となります。

図に表しているように、早いランナーと遅いランナーに差があるため、

行列、帯が時間の経過とともに、どんどん長くなります。

市民の皆様には、大変ご迷惑、ご不便をおかけいたしますが、事前

周知や迂回誘導の案内に努めて参りますので、ぜひご理解とご協力を

お願いします。★
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また、選手をサポートする受け入れ体制をはじめ、車両を誘導する交

通整理員や会場内での選手対応など、多くのボランティアが必要となり

ます。

ハーフマラソンに比べ、距離と時間が倍になるため、スタッフの人数も

倍増の１，９００人程度が必要と見込んでおります。

現在、地元企業、団体、個人など、ボランティア募集活動を積極的に

行っておりますので、１人でも多くのご協力をお願いいたします。★
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さらに、５月下旬は気候的に暑くなることが予想され、コース沿線での

暑さ対策も必要となります。

このため、給水・給食ポイントをフルマラソンコースで２２か所、１０キ

ロコースには３箇所、５キロコースでは１箇所設置し、黒部らしい「名水

のおもてなし」で選手をサポートしたいと考えております。★
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マラソンにおきましては、給水や交通整理など直接的なサポートだけ

でなく、沿道の応援がランナーにとって大きなチカラとなります。

また、応援は、演奏や歌など、個性ある応援もランナーには喜ばれる

ということであります。皆様のアイデアで大会を盛り上げていただきたい

と思います。★

14



「黒部名水マラソン」は走る人、支える人、応援する人、みんなが「笑

顔」になれる大会を目指してまいります。

市民１人１人がランナーとして、ボランティアとして、応援団として、

様々な形で携わることで、充実感、達成感を醸成するとともに、元気な

黒部市を広くＰＲし、活力あるまちづくりの起爆剤として是非とも成功さ

せたいと考えておりますので、市民総参加によるご協力をぜひよろしく

お願い申し上げます。★
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次に、２つ目のテーマ「新川育成牧場の活性化策」についてでありま

す。★
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昭和４４年に富山県東部の酪農振興を目的として、魚津市、滑川市、

旧黒部市と旧宇奈月町を構成団体とする新川育成牧場組合が設立さ

れ、牧場整備を開始いたしました。

その後、昭和５１年に新川畜産公社が設立されました。当時は管内に

酪農家１８２戸、黒部市でも５９戸、所有頭数８４０頭、黒部市では２１６

頭でありましたが、平成２４年度では管内で６戸、所有頭数が３８頭まで

激減しております。

★牧場の管理運営を一生懸命行ってきたところですが、本年９月をもち

まして牧場組合と畜産公社が解散し、１０月から本市単独により、牧場

の運営管理を引き継いだところであります。★
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本市の牧場として、既存施設を最大限に活かした畜産振興はもとより、

他に誇れる素晴らしい自然環境と景観、北陸新幹線の開業効果を活

かした新川地域を代表する観光拠点施設として継承発展させなければ

ならないと考えております。★

このため、今後の将来像を「経営の高度化による観光交流拠点牧場」

と位置付け、これまでの酪農振興を目的とした公共事業中心の経営か

ら、市民、県民に愛され、消費者並びに市場ニーズに応じた経営の高

度化、６次産業化の推進を図り、牧場ブランドを活かした「畜産業の振

興」と、訪れる方々に満足していただける「自然観光体験型テーマパー

ク」の構築による経営の自立を目指してまいります。

この将来像を実現するために、 黒部ではぐくむ、 黒部でつくる、 黒

部をつたえる、の３つの基本目標を設定し、アプローチしていきたいと

考えております。★
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取り組むべき基本目標の１つ目は、「畜産物生産の拡大～黒部で、

はぐくむ～」であります。

これまでは、畜産農家から子牛を預かり、搾乳できるまで育てる育成

事業が主体でありましたが、これからは、これまで培ってきた育成技術

を活かし、子牛から成牛まで一貫して生産する酪農牧場へ転換し、ブラ

ンド化を図ってまいります。

肉用牛、乳用牛の一貫生産により、食肉、生乳等を扱う畜産加工販

売業やスーパー、飲食店、旅館ホテルなどと連携した、地産地消による

生産拡大を図ってまいります。★
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２つ目は、「乳製品の生産と販路の拡大～黒部でつくる～」であります。

安全で安心な農畜産物を求める消費者ニーズに応え、牧場で生産され

る畜産物と地元農産物を活用した、たとえば、チーズケーキやタルト、

ブレンド牛乳などの「こだわりの商品」の開発に努めてまいります。

また、牧場ブランドの確立と顧客目線のマーケティングにより、販路の

拡大と収益の増大を図ってまいります。★
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３つ目は、「魅力の拡大～黒部の魅力をつたえる～」であります。牧場

の優れた景観と自然環境を活かした観光・体験型教育牧場を構築しま

す。

これまでの体験教育施設としてのノウハウを活かし、宇奈月温泉やふ

れあい交流館などの宿泊施設と連携した集客拠点施設として、交流人

口の増大と地域の活性化を図ってまいります。★
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これら３つの基本目標と基本方針を柱に、今後の詳細な運営計画を

来年３月を目途に策定し、新川地域の一大観光拠点施設となるよう、

積極的な運営を図ってまいります。

是非、皆様方からも、新川育成牧場の活性化策につながるようなご

意見・ご提言がございましたら、お聞かせいただきたいと思います。★
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次に、３つ目のテーマであります「立山黒部ジオパークの認定を目指

して」であります。★
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ジオパークを語る前に、黒部周辺の見どころを羅列してみましょう。

スクリーンに掲げたとおり、自然や文化面で数多くの優れた地域資源
があります。

皆さま方は当たり前のように感じるものばかりですが、例えば、氷河
は日本でここだけでありますし、生地のように、これほど豊富な湧水を
もつ地域はございません。春の蜃気楼、海底林や埋没林なども非常に
珍しいものであります。

その意味で、この地域は間違いなく、世界にも誇れるくらい特徴的な
地域であると言えます。★

この特徴ある恵まれた地域性を生かした様々な取り組みを進めていく
ために、「ジオパーク」というツールの活用を提案したいと考えておりま
す。★
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そして、この「ジオパーク」を活用することにより、交流人口の拡大や

広域観光、ふるさと学習など、様々な施策を総合的に進めることができ

るものと考えております。

また、黒部市は、立山黒部地域の世界遺産登録を目指しております

が、これを前進させるツールにもなるものと考えております。★
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それでは、そもそも「ジオパーク」とはなんでしょうか。

日本語では「大地の公園」とも言われております。「大地」と言うことで、

足元にある岩石や地質、地形などにとらわれがちでありますが、それだ

けではなく、水や気象も含まれますし、宇宙まで含んでいる地域もあり

ます。また、数十億年の過去から現在、そして、子供たちに残す未来と

いった歴史までをも含むと考えております。

動植物など生きものの環境や、人々のくらし、文化、歴史などの背景

には、地形や地質などが深く関与しております。★

ジオパークは、エコやヒトも、その範疇に含んで、形あるものに捉われ

ない、「地球を丸ごと考えて楽しむ公園」というふうに考えられます。★
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現在、日本には、世界ジオパークとして６地域、日本ジオパークとして、

３２地域が認定されております。

この近くでは、糸魚川が世界ジオパークに認定されております。

また、石川県の白山手取川（はくさんてどりがわ）ジオパーク、

恐竜渓谷（きょうりゅうけいこく）ふくい勝山（かつやま）ジオパークが日

本ジオパークとして認定され活動しておられるところであります。★
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そのような中でまさに今、富山市以東の県東部をエリアとする立山黒

部地域において、ジオパーク構想を推進している研究会があります。★

そのテーマは、「約３８億年×（かける）標高差４千メートル」を大きな

キーワードとして、現在検討されております。

標高差４千メートルは、北アルプスから富山湾の海底まで、標高差が

４千メートルに達していることを意味しております。

この点は、皆さんもイメージできるのではないでしょうか。★
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それでは、約３８億年というのはどういう意味でしょう。

約３８億年は、音沢地区で発見されたジルコンと言う鉱物が作られた

年代が約３８億年前という意味であります。

地球の歴史が４６億年といわれている中で、３８億年と言うと生命の

誕生した時期にあたります。 その当時の砂粒が黒部峡谷で発見され、

それは日本で最も古いものでもあります。★
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また、宇奈月には十字石（じゅうじせき）という珍しい石があります。

これは恐竜の時代よりも古い約２億５千万年前の時代に、もともと南と

北に分かれていた中国大陸がぶつかったときに作られた鉱物と言われ

ており、肉眼で見えるような十字石（じゅうじせき）は、国内ではここでし

か見ることはできません。

宇奈月庁舎の前に実物がありますので、興味のある方は是非ご覧い

ただきたいと思います。★
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さらに今年に入り、世界一新しい花崗岩が、黒部峡谷にあると話題に

なりました。この黒部川花崗岩も、ジオパークのシンボルの１つになる

と考えております。

この岩石は、祖母谷温泉近くでも見ることができますが、約８０万年前

に地下深くで固まり、大地の変動により地表に顔を出したものでありま

す。この変動こそが、北アルプスを３０００メートルまで持ち上げた原動

力であります。★
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また、ジオパークは岩石ばかりではありません。

例えば、黒部川で良くみるアキグミがあります。昔はよく食べられた方

もおられると思いますが、アキグミは、大水などで頻繁に川原が荒れる

からこそ、育ってきた植物で、これも立派なジオパークの地域資源の１

つになると考えております。★
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また、我々の暮らしや歴史、地域固有の文化も大地を背景に生まれ

たものであります。

例えば、「愛本新のたいまつ祭り」は、舟見野の大地に水を引いてき

たことを祝う祭礼です。

同じたいまつ祭りでも「生地のたいまつ祭り」は、その昔、漁師が遭難

寸前から生還できたことを祝うお祭りであります。★
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さらに、シラエビやブリなども、海底深い富山湾ならではの、おいしい

ジオパークの食文化を表すものと言えます。

ここまで挙げたものは、ジオパークの地域資源のあくまで一例であり

ます。まだまだたくさんの資源がありますし、これらの整理は有識者等

を交えて進められております。★
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ところで、よく耳にする世界遺産とジオパークはどう違うのでしょうか。

大きな違いは、世界遺産はモノを対象に保護が主たる目的となっている

ことに対し、ジオパークはモノの保護に加え、人の優れた活動も対象と

なっております。★

優れた活動には、保護活動やふるさと学習などの教育も含まれますし、

住民参加による地域振興なども含まれ、それらがジオパークの大きな目

的となります。

訪れる方々をもてなすことで人が人を呼び、この地域の賑わいが生ま

れ、地域振興、観光振興につながるものと考えております。欅平や生地

の地域資源を活用した解説ガイドなどが実践されており、これらの優れた

活動も、ジオパークの大きな柱になってまいります。★

また、ジオパークは次世代に自然・文化環境を残していくための持続可

能な開発を可能としている点も世界遺産との大きな違いであり、ツーリズ

ムなどの地域の活性化もジオパークの重要な柱となっております。

これまで、黒部市が進めてまいりました水環境の保護と、地域資源を活

かした観光ガイドなどの活動は、ジオパークの理念そのものと考えており

ます。★
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現在、ジオパーク認定に向けた活動は、研究者や活動団体、経済界

が中心となった民間組織とエリア内の自治体による行政支援組織に

よって、日本ジオパーク認定を目指しております。

具体的には、ジオガイド養成などの活動を行いながら、来年春にジオ

パーク認定のための申請が予定されております。

審査を経て、ジオパークとしての価値と活動が認められれば、来年8月

頃に日本ジオパークとして認定されることになります。

さらに、その後、世界ジオパークを目指してまいりたいと考えておりま

す。

新幹線が開業し、黒部の地を訪れてくれる人が増加します。県東部が

一丸となり、「ジオパーク」というキーワードを売り出すことにより、長野

や金沢とは違った魅力を提供できるものと考えております。★
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先日、地熱発電の視察でアイスランドに行ってまいりました。

アイスランドは大西洋の島国で、島の真ん中を大地の裂け目が通っ

ております。

写真は、この左右で北アメリカプレートとユーラシアプレートのちょうど

裂け目であります。この場所は、両側に年間２センチずつ広がっている

と聞きました。不動のように見える大地が劇的に変化しているそうであ

ります。

そして、ここ黒部も、同じくらい激しく変化をしている場所だそうであり

ます。

ジオパークの認定を受けることにより、地域の振興、発展につながる

ものと確信するものであり、ぜひ実現させたいと考えております。★
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以上、３つのテーマについてご説明申し上げました。

この後、会場の皆様方から忌憚のないご意見を賜り、皆様と一緒に

考えてまいりたいと存じますので、よろしくお願いいたします。
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